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岡山商科大学大学院経済学研究科修士課程 

学位論文評価基準 
 

 

 

１．修士課程の学位論文の提出までの手順 

  修士課程の学位論文（修士論文）を提出しようとする者は、課程修了予定の 1 年前の

学年末までに専修科目の演習 4 単位及び講義 2 単位、選択必修科目 6 単位を含む、合計

22 単位以上を修得していなければならない。その後、修士論文の提出期日の概ね 2 か月

前に開催される中間報告会を経て、指定期日までに修士論文を提出するものとする。 

 

 

２．審査体制 

  修士の学位授与を受けようとする者は、上記のような過程を経て、岡山商科大学学位

規程第 4 条の規程に則り、指定期日までに修士論文を提出し、その後修士論文の報告会

において報告を行うとともに最終試験を受けるものとする。 

  修士の学位授与を受けようとする者の修士論文を受領した研究科委員会は、その修士

論文の内容及び専攻科目に関係する教員から 3 名以上の審査委員を選出して修士論文の

審査と最終試験の施行を委嘱する。修士論文の審査と最終試験は、下記の修士論文の評

価基準の各項目に留意して、提出された修士論文を中心に、口頭によって行う。 

 

 

３．修士課程の学位論文の評価基準 

 修士論文の評価基準 

① 専門分野からみて研究テーマの設定が適切か。 

② 先行研究が的確にレヴューされ、研究の位置づけが明確にされているか。 

③ 理論的、実証的な方法を用いて合理的に考察されているか。 

④ 論文の記述（本文、図表、数式、引用、参考文献）が十分かつ適切であるか。 

⑤ 独創性が認められるか。 

⑥ 研究者倫理を遵守しているか。 

 

 

 



20200221 岡山商科大学大学院経済学研究科修士課程学位論文評価基準 002 20200312 
3/24/2020 8:28:32 AM print 

４．修士論文とディプロマ・ポリシー（DP）9 項目の関係は、以下の通りである。 
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修士論文 
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知
識
・
技
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高度な 

専門知識 
DP1 ○ ○ ○ ○ ○  

専門知識 DP2 ○ ○ ○ ○ ○  
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断
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現
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思考力 DP3 ○ ○ ○ ○ ○  

判断力 DP4 ○ ○ ○ ○ ○  

会話・文章力 DP5   ○ ○   
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意欲・責任感 DP6      ○ 

協調性 DP7      ○ 

持続性 DP8   ○   ○ 

倫理観 DP9      ○ 

 

 

 


